
�各部の名称・付属部品� 3ペ－ジ

10
A

15A

3A

●AC100V入力ジャック

●出力調整ボリューム

●セレクトモ－ド表示LED�

●４桁大型LCDディスプレイ

●ディスプレイ表示切替
　　　　　　　　　スイッチ

●DC12V入力ジャック
　（赤＋／黒－）●逆接保護ヒューズ10A�

●出力端子（赤＋／黒－）

●セレクトモ－ド/
　　　　スタ－トボタン

●AC100V入力
　　　　ケ－ブル

●DC12V入力
　　　　ケ－ブル

●スペアヒューズ

●ガン用変換コネクタ－

●RX/BEC用変換
　　　　コネクタ－

●出力コード　（赤＋／黒－）
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�バッテリ－の確認� 4ペ－ジ

ARタイプ

AAAタイプ(単四)

AAタイプ(単三)

SCタイプ

原寸図

14mm

10mm

17mm

22mm44mm

50mm

43mm

29mm

■受信機用バッテリ－例

■送信機用バッテリ－例

■動力用バッテリ－例

■電動ガン用バッテリ－例

エンジンカ－など俵型
ARタイプ5CL（6.0V)

ヘリコプタ－など俵型
AAタイプ5CL（6.0V)

飛行機など平型
AAタイプ4CL（4.8V)

一般的なカ－用など
AAタイプ8CL（9.6Ｖ）

電動カ－などストレ－ト型
SCタイプ6CL(7.2V)�

ミニ電動カ－など
ARタイプ6CL(7.2V)�

一般的な飛行機/ヘリなど
AAタイプ8CL（9.6Ｖ）

ミニ電動カ－など
ARタイプ6CL(7.2V)�

電動ガンなどラ－ジ型
SCタイプ7CL(8.4V)�

電動ガンなどスティック型
ARタイプ7CL(8.4V)�

電動ガンなどミニ型
ARタイプ7CL(8.4V)�

■充電できないバッテリ－

スタ－タ－などに使用
するシ－ルドバッテリ－

リチウムイオン/

リチウムポリマ－バッテリ－
これらのバッテリ－を間違って充電すると、爆発、

発火事故、また充電器の破損につながります。

リチ
ウム
バッ
テリ
－

�ディスプレイ表示切替スイッチ　（7.2V／3000mAhのバッテリーの場合）　� 10ペ－ジ

�トリクルシステム　� 充電システム�    
■本器は、ニカドバッテリーまたはニッケル水素バッテリーを安全に正しく充電するため、

　16ビットCPUを搭載しています。

■本器は充電中、バッテリーのコンディションとセル数を６０秒毎にチェックします。

　 つまり、下記の図のように、６０秒毎に充電出力を0.12Aまで下げた後、再度　設定された充電出力

　 に戻って充電する　という動作を繰り返します。

電流
（Ａ）

時間（Ｈ）

7�
�
�
�
3�
�
1

60秒 60秒 60秒

10秒 10秒 10秒

1　ディスプレイ表示切替スイッチをＭＡＨにした場合。
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LCDがカウントＵＰ
急速充電（または放電）
を行なっているとき、
充電（または放電）した
量をカウントします。

※放電時もカウントはＵＰしていきます。

2　ディスプレイ表示切替スイッチをＶＯＬＴにした場合。

10

LCDにバッテリ－の電圧を表示します。

急速充電中
（または放電中）の
バッテリーの電圧を
表示します。

7.2Vのバッテリ－の
場合、最高で9.0V付近
まで電圧が上がる事が
あります。�

■本器にはトリクルシステムが搭載されています。

■トリクルシステムとは、充電開始時のバッテリーのコンディションを整え、また充電完了後の

　バッテリーの自己放電を防ぐために、微弱電流を出力する機能です。

■トリクルシステムでバッテリーを満充電にすることはできません。

■急速充電完了後、トリクルシステムが働きますが、そのまま長時間放置するとバッテリーの

　過充電を引き起こしますのでたいへん危険です。

　充電完了後は速やかにバッテリーを充電器から取り外してください。

　緑のLEDが点滅または点灯しているときは
　　　　　　　　　　　　　トリクルシステムが働いています。

カウントした数値　は
あくまでも目安と
お考えください。

充電量

～
～

�ディスプレイにエラー表示が出た場合　� 11ペ－ジ

※注意:　DC入力電源の電圧が10V以下の場合、または発電機等によるAC入力
　　　　　　電源の電圧が不安定な場合はCPUが正しく動作しないため、
　　　　　　Err2を表示するか、誤動作をおこし、正常な操作が行なえません。

Err1     10Aヒュ－ズが切れている。　　　   10Aヒュ－ズを新しいものに交換します。　
Err2 　  充電中にバッテリ－が外れた。　    バッテリーを再度接続します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  バッテリーの異常が考えられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのバッテリ－の充電を中止してください。

　表　示　　　　エラー内容　　　　　　　　　　　　対処方法

�ヒュ－ズの交換　　※必ず入力電源/出力電源を取り外してから行ってください。

①

②

③

主に以下のような原因が考えられます。
★出力側のショート。
★充電しようとしたバッテリーが新品だったり完全放電していたものだった場合。
　（このようなバッテリーを充電する場合は、バッテリーを充電器に接続し、緑のLEDが点灯している状態で30分ほど置いてから
　  カンタン急速充電（7ペ－ジ）を行なってください）
★誤って本器の対応する規格以外のバッテリーやシ－ルドバッテリーなどを充電した場合。

★Err1が表示された場合。�
　①ブレード型10Aヒューズを交換してください。

★入力電源を接続しても液晶パネルに表示されない場合。�
　　（本器右側のプラスチックカバーを４本のスクリューを緩めて取り外してから）　

　②ガラス管15Aヒュ－ズを交換してください。

★上記②のヒュ－ズを交換しても作動しない場合。
    （本器右側のプラスチックカバーを４本のスクリューを緩めて取り外してから）�
　③ガラス管3Aヒュ－ズを交換してください。

①ブレ－ド型�
　10Aヒュ－ズ

10
A

②ガラス管�
　15Aヒュ－ズ

10A

③ガラス管�
　3Aヒュ－ズ

2A

�ヒュ－ズが切れる原因

※ヒューズを交換しても正常な状態にならない場合は当社まで修理を依頼してください。

Err6    デルタピ－クに異常が発生した。

�充電の準備・各部の接続� 6ペ－ジ

赤（＋）

黒（－）

１　入力ケーブルをAC100V入力ジャックに接続。

3mm以下

★AC100V使用時 ★DC12V使用時

しっかりと奥まで押し込む

●AC100V入力
  ケ－ブル

●DC12V入力
       ケ－ブル

２　出力コードを出力端子に接続。

※AC100V入力とDC12V入力を同時に使用することはできません。

●出力コード
　　　赤（＋）と黒（－）

①指で押し上げる

②コ－ドを差し込む

※赤（＋）と黒（－）を間違えないように接続してください。

３　入力ケ－ブルを電源に接続。

①AC100V電源に接続

●自己診断をした後、LCDディスプレイに
　　26.00～28.00の数値が表示されます。
●LEDは全て点灯しておりません。
●ク－リングファンが作動します。

ＬＥＤが点滅　

充電器は電源に接続されると、
右のように自己診断を行ないます。 ②ディスプレイ表示切替

スイッチの位置は
”VOLT"

③出力調整ボリューム
の位置は"左"

”ピ－”

10 10

ブザ－が１回鳴ります。LCDがカウントＵＰ

7

※DC12V入力時も同じ表示を行います。

赤
　
緑
　
黄
　
緑
　
赤
　
緑
　
黄
　
緑
　
赤
　
緑
　
黄

準備完了！！

しっかりと奥まで押し込む

�修理について� 11ペ－ジ

株式会社エイビ－シ－ホビ－�
〒533-0022　大阪市東淀川区菅原２丁目８番１０号
TEL:06-6329-2332　FAX:06-6639-8663
URL: http://www.abchobby.com/   E-mail: abc@abchobby.com

故障と思われる場合には、分解せず、速やかにご購入店もしくは当社までお送りいただくか、
当社までご連絡ください。
修理を依頼される場合には以下※の内容をできるだけ詳しく書いて修理品に添付してください。
（故障原因を特定するのに役立ちます。故障原因が特定できない場合、修理に時間がかかります。）
※使用バッテリー（バッテリーのタイプ、電圧（V）、容量（mAh）、メーカー名等）
※入力電源
※故障時の使用状況
※連絡先（お名前、住所、電話番号、FAX番号、電子メールアドレス）
※ご購入日、ご購入店名

修理の対応
当社にて故障内容を確認します。　故障内容が判明しない場合はご連絡させていただきます。
主な修理費用は下記のようになります。　基盤交換など高額な費用がかかる場合はお見積りさせていただき
確認後に修理にとりかかります。
修理に要する期間はおよそ一週間です。修理完了後、代引き便（送料1000円、税別）にて返送させていただきます。
※改造、または正しい使用方法・用途以外での使用による故障と判断される場合、修理できない場合があります。

修理内容� 費用
ヒューズ交換� 500円
メンテナンス・動作確認等� 500円
LCDディスプレイ修理� 500円
クーリングファン交換� 2,000円
スイッチ等修理� 1,000円
基盤交換（1枚）� 5,000円
基盤交換（2枚）� 10,000円

１週間程でご返送します。

当社への送料はお客様でご負担ください。

※表示価格は税別です。

上記は一例です。故障内容・故障箇所・修理内容により修理費用が異なる場合があります。

� 危険・注意� 2ペ－ジ

ご使用前に本書をよくお読みのうえ、安全に正しくお使いください。

ご使用中は充電器のそばを離れないでください。　異常が発生した場合は直ちに使用を中止してください。

◎指定した規格のバッテリー以外には充電しないでください。

　事故、充電器の故障の原因になります。

◎コネクター端子をショートさせないでください。

　事故、充電器の故障、バッテリ－の破損の原因になります。

◎指定した規格：AC100V(50Hz/60Hz)またはDC12-16V(10A以上)　以外の

　入力電源は使用しないでください。

　火災や感電などの原因になります。

　（発電機、走行中の自動車、エンジンをかけた状態の自動車バッテリーを入力電源とすることはおやめください）

◎水など液体の近くでは使用しないでください。

　万が一、本器に水が入った場合は直ちに電源を抜いて使用を中止してください。

　火災や感電などの原因になります。

◎異常が発生した場合は直ちに使用を中止してください。

　充電できない、煙が出る、異臭がするなどの症状は充電器やバッテリーの異常が考えられます。

　直ちに電源を抜いて使用を中止してください。

◎分解や改造は行わないでください。

　事故、充電器の故障の原因になります。また、修理・補償の対象外になります。

◎高温多湿な場所、直射日光の当たる場所での使用・保管は避けてください。

　ケースの変形、電子部品の故障などが起こります。

◎小さなお子様の手の届かない場所で使用・保管してください。

充電は風通しの良い場所で行ってください。

バッテリ－は必ず車体から外して充電してください。

分解や改造を行なわないでください。

充電器に水等がかからないようにしてください。

引火性のある物は近くに置かないでください。

このたびはAC/DCエキスパートチャージャーをお買い上げいただき、ありがとうございました。

本品をご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ正しく操作してください。

お読みになった後も、後日ご参照いただけるよう必ず保管しておいてください。

特　　　　　長

テクニカルデータ

●ニカドバッテリー／ニッケル水素バッテリー対応急速充電器
●使用状況に応じてAC100V（家庭用AC電源）／DC12Vの２種類の
   入力電源が選択可能。
●小型軽量で高効率なスイッチングレギュレーター搭載。
●充電／放電動作を確実に制御する高性能１６ビットＣＰＵ搭載。
●充電量／放電量をリアルタイムに表示するＬＣＤディスプレイ。
●充電／放電の完了をブザーで知らせるアラーム機能。
●電圧（V）、電流（A）、容量（mAh）をひと目で確認できる大型
   ＬＣＤディスプレイ。
●バッテリー（バッテリーパック）のセル数を自動認識。
●放電後急速充電モードを搭載。
●冷却用クーリングファン搭載。

■入力電源�  ：AC100V（50Hz／60Hz）またはDC12V（10A以上）
■充電出力�  ：0.2A～7.0A（10セル以上のバッテリーの最大充電出力は2A）
■放電電流値�  ：0.12A～2.0A（セル数等により制限有り）
■サイズ・重量� ：W120mmxL160mmxH90mm（突起物除く）、630g　
■対応バッテリー� ：ニカドバッテリーおよびニッケル水素バッテリー
                        　1セル～14セル／75mAh～4500mAh
■ヒューズ�  ：ブレード型10A、ガラス管15A、ガラス管3A
■カット方式�  ：デルタピークオートカット（16ビットCPUによる制御）

取扱説明書

※本器でリチウムバッテリーを充電することはできません。

�カンタン急速充電　プッシュ１回　（7.2V／3000mAhのバッテリーを電流値4.0Aで充電する場合の例です）　� 7ペ－ジ

ガッチリ!!

４５分経過

ＬＥＤの表示　
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LCD表示

黄
　
　    

　
緑
　  

　     

赤
　  

バッテリ－接続確認

１　バッテリーを出力コードに接続。

ＬＥＤの表示　

デスプレイ表示切替
スイッチの位置は
"AMP"

出力調整ボリュームを徐々に右に回して、LCDディス
プレイの表示が"4.00"となる付近にあわせてください。
※赤のLEDが点滅している約30秒の間に調整を行
　　なってください。
　点滅から点灯に変わった後に調整が行なわれると、
　LCDディスプレイに"Err2"が表示されて充電は
　中止されます
�

10

LCD表示

黄
　
　    

　
緑
　  

　     

赤
　  

充電準備

３　電流値を設定する。（赤のLEDが点滅している約30秒の間に設定してください。）

充電中

①スタ－トボタンを１回押すと
　　　　　　　”ピッ”
　　とアラ－ムが鳴り、赤のLEDが
　　点滅して充電を開始します。

３０秒間点滅

２　スタ－トボタンを押し充電開始。

４　充電完了。

”ピ－”　　”ピッ、ピッ、ピッ”　　”ピッ、ピッ、ピッ”
　とアラ－ムが鳴り、充電は終了します。

充電完了後は速やかにバッテリーを
充電器から取り外してください。

①バッテリーを接続すると
　　　ピー

　とアラームが鳴り、
緑のLEDが点滅します。

①　　
①
バッテリーを外す。

②　　AC100V電源を外す。

デスプレイ表示切替
スイッチの位置は
”AMP"

出力調整ボリューム
の位置は"左"

※バッテリ－接続時に”バッチ”とスパ－クする事がありますが、異常ではありません。充電効率を上げるため昇圧しているためにおきる現象です。

7.2Ｖ3000ｍＡｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

�放電　プッシュ3回　（使用後のバッテリ－に限ります。）� 8ペ－ジ

ガッチリ!!

時間経過

ＬＥＤの表示　

デスプレイ表示切替
スイッチの位置は
”AMP"

充電電流調整
ボリュ－ムの位置
”左”

10

LCD表示

黄
　
　    

　
緑
　  

　     

赤
　  

１　バッテリーを出力コードに接続。

ＬＥＤの表示　

デスプレイ表示切替
スイッチの位置は
"AMP"

出力調整ボリュームを徐々に右に回して、
LCDディスプレイの表示が"2.00"となる付近
にあわせてください。

10

LCD表示

黄
　
　    

　

３　電流値を設定する。注）ＳＣタイプのバッテリー（４ページの表を参照）を電流値2.0Aで放電する場合の例です。

放電中

①スタートボタンを３回押すと
ピッ、ピッ、ピッ
とアラームが３回鳴り、

LEDの色が緑から黄に変わります。

２　スタートボタンを３回押して放電開始。

４　放電完了。

”ピ－”とアラ－ムが鳴り、放電は終了します。
放電完了後は速やかにバッテリー
を充電器から取り外してください。

①バッテリーを接続すると
ピー

とアラームが1回鳴り、
緑のLEDが点滅します。

①
①
バッテリーを外す。

②　　AC100V電源を外す。
放電準備

※放電時間はバッテリ－の残量により異なります。

※満充電のバッテリーの放電はしないでください。

バッテリ－接続確認

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍＡｈ

�　適切な電流値の特定と充電時間� 5ペ－ジ

40分

60分

70分 75分 85分

60分 65分 60分 65分 60分

60分 60分 120分 140分 150分

50分 45分 45分 45分 50分 50分40分40分

60分

60分

30分

AAA
タイプ

AA
タイプ

SC
タイプ

AR
タイプ

�500mAh� 600mAh� 1100mAh� 1200mAh� 1400mAh�

1.0A/1.0A� 1.0A/1.0A� 1.0A/1.0A� 1.0A/1.0A� 1.0A/1.0A�

�250mAh� 500mAh� 700mAh� 740mAh� 800mAh� 840mAh� 900mAh

0.25A/0.25A�0.5A/0.5A� 0.7A/0.7A� 0.7A/0.7A� 0.8A/0.8A� 0.8A/0.8A� 0.9A/0.9A

�700mAh� 800mAh� 1000mAh� 2100mAh� 2300mAh� 2500mAh�

0.7A/0.7A� 0.8A/0.8A� 1.0A/1.0A� 1.0A/1.0A� 1.0A/1.0A� 1.0A/1.0A�

�1300mAh� 2000mAh� 2400mAh� 3000mAh� 3600mAh� 3800mAh� 4200mAh� 4300mAh

2.0A/2.0A� 3.0A/2.0A� 3.0A/2.0A� 4.0A/2.0A� 5.0A/2.0A� 5.0A/2.0A� 6.0A/2.0A �    6.5A/2.0A

●急速充電／放電したいバッテリーのタイプを左より選び、バッテリーのパッケージや表示シールで容量を確認して、下記の表で適切な
　電流値を特定してください。　　

（バッテリーの容量については2006年4月1日現在市販されているものより抜粋）

注）送信機・受信機用バッテリーは、バッテリーのタイプや容量に関係なく１Ａ以下の電流値で充電してください。このタイプのバッテリーはリード線やコネクターが小さいため１Aより大きな電流値で充電することができません。

①急速充電/放電したいバッテリ-のタイプを確認してください。

　　　　②急速充電/放電したいバッテリーの容量(mAh)を確認してください。

　　　　　　　③急速充電時の電流値。（この電流値に設定してカンタン急速充電を行なってください。）

　　　　　　　　　　④放電時の電流値。（この電流値に設定して放電を行なってください。）

　　　　　　　　　　　　⑤充電完了予測時間（予測時間はバッテリ－の状態により異なります。）

         　　  　 　  �

�

�放電後急速充電　プッシュ2回� 9ペ－ジ

１　カンタン急速充電（7ページ）を５分間行なってください。

5分経過

①スタートボタンを１回押すと
ピー

とアラームが１回鳴り、
緑のLEDが点灯します。

２　スタートボタンを１回押して充電を強制終了させます。

3　スタートボタンを２回押して、放電後急速充電を開始。
①スタートボタンを２回押すと　”ピッピッ”　と

　 アラームが鳴り、赤と黄色のLEDが点灯し、放電を

   開始します。放電が完了すると黄のＬＥＤが消えて�

   ピッとアラ－ムが鳴り、緑のＬＥＤが約２分３０秒点灯します。

②赤ＬＥＤが点滅から点灯に変わり自動的に急速充電が行なわれます。

4　充電完了。

”ピ－”　　”ピッ、ピッ、ピッ”　　”ピッ、ピッ、ピッ”
　とアラ－ムが鳴り、充電は終了します。

充電完了後は速やかにバッテリーを
充電器から取り外してください。

①
バッテリーを外す。

②　　AC100V電源を外す。

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

Fan�

�カンタン急速充電　プッシュ１回（7.2V／3000mAhのバッテリーを電流値4.0Aで充電する場合の例です）                        7ペ－ジ

ガッチリ!!

４５分経過

ＬＥＤの表示　

10

LCD表示

黄
　
　    

　
緑
　  

　     

赤
　  

バッテリ－接続確認

１　バッテリーを出力コードに接続。

ＬＥＤの表示　

デスプレイ表示切替

スイッチの位置は

"AMP"

出力調整ボリュームを徐々に右に回して、LCDディス

プレイの表示が"4.00"となる付近にあわせてください。

※赤のLEDが点滅している約30秒の間に調整を行

　　なってください。

　点滅から点灯に変わった後に調整が行なわれると、

　LCDディスプレイに"Err2"が表示されて充電は

　中止されます

�

10

LCD表示

黄
　
　    

　
緑
　  

　     

赤
　  

充電準備

３　電流値を設定する。（赤のLEDが点滅している約30秒の間に設定してください。）

充電中

①スタ－トボタンを１回押すと
　　　　　　　”ピッ”
　　とアラ－ムが鳴り、赤のLEDが
　　点滅して充電を開始します。

３０秒間点滅

２　スタ－トボタンを押し充電開始。

４　充電完了。

”ピ－”　　”ピッ、ピッ、ピッ”　　”ピッ、ピッ、ピッ”
　とアラ－ムが鳴り、充電は終了します。

充電完了後は速やかにバッテリーを
充電器から取り外してください。

①バッテリーを接続すると
　　　ピー

　とアラームが鳴り、
緑のLEDが点滅します。

①　　
①
バッテリーを外す。

②　　AC100V電源を外す。

デスプレイ表示切替

スイッチの位置は

”AMP"

出力調整ボリューム

の位置は"左"

7.2Ｖ3000ｍＡｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ

7.2Ｖ3000ｍ
Ａ
ｈ


